
「英語教育の在り方に関する有識者会議」（第５回）
（2014.06.18 文部科学省）

～「メモに基づいたスピーキング指導」を通して～

秋田県大仙市立大曲中学校
教諭兼教育専門監 吉澤 孝幸

言語活動における「即興力」の育成



１．本実践における「即興力」の規定

２．なぜ、「即興力」か

３．手段としての「学習到達目標」と「拠点校制度」

４．授業改善の切り口 「読むこと」・「話すこと」

５．分析とまとめ
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本日の概要
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１．本実践における「即興力」の規定



【読むこと】 初見で 読んだ英文の概要や要点など、必要と
なる情報をつかむことができる力。

【話すこと】 伝えようとする内容を整理し、自分で作成した
メモに基づいて口頭で伝えることができる力。

英文原稿は書かない

「読む」→「話す」 における「即興力」



２．なぜ、「即興力」か？



「何をもって『理解した』とするのか」

「読むこと」における問題点

多くの学校では、対訳よる英文理解

英語 日本語

結局、理解するのは
日本語

一字一句日本語と
比べながらの理解



「話すこと」における問題点

●目指す方向性●

暗記から脱却し、最終的には 即興で 情報や考えを伝えること
ができるようになるための 橋渡し として、「メモに基づいたスピ
ーキング指導」を行う。

このプロセスをスピーキングと見なしていた・・・

果たして、コミュニケーション能力につながるかどうか・・・



３．手段としての「学習到達目標」と「拠点校制度」
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［目 的］
授業改善

「即興力の育成」

「ＣＡＮ－ＤＯ」形式の学習到達目標

手段

実践・検証に際しては、拠点校・協力
校制度を活用し、複数の教員の協力
を得た。

改善の手段として「ＣＡＮ－ＤＯ」
形式の学習到達目標を取り入れ
た。

目標達成のための「手段」と「形態」



なぜ、手段として取り入れたか

方向性を打ち出す
リーダー

サポート
する教員

英語科
職員全体
への波及

これまでは、英語科教員がそれぞれのスタイルで授業

「どの方向を向いて授業をするのか」が定まるのでは・・・

方向目標の共有

Teamを組む必要性





拠点校・協力校事業を活用

焦点化された項目を
共通実践

方向性と実践
事項を提案

地域全体としての指導力・評価力の向上



４．授業改善の切り口
メモに基づいたスピーキング指導
～「読むこと」と「話すこと」の統合において～



「理解する」とはどういうことか？

本校では

読んだ内容の概要や要点を第三
者に誤解なく伝えることができる

高校での口頭要約を

「方向目標」として

理解できているかどうかは、口に出してみないとわからない。

これをもって“理解した”

と規定しよう



教科書本文 目標とする活動

「読むこと」の位置付けの変化



「話すこと」のスモールステップとして

④書いて、うまく伝えられなかった部分を修正する。

①伝える内容を整理する。

②キーワードでメモを構成する。

③頭の中で英文を構成し､伝える。



生徒のメモ

“Importance”書く段階で
フィードバック



“I am a 14-year-old Japanese.”





３０５の授業 １分１０秒程度



初見の英文を読んだ後作成したメモ



「話した英語」を書くことで確認・修正









５．分析とまとめ



「拠点校・協力校制度」の中での検証

拠点校が協力校へ及ぼす影響はどの程度で、
協力校の教員はどのような意識をもっているか。

・影響があった実践項目

・影響の程度

・共通実践に対する教員の意識

・生徒の意識





P=0.963 質問紙の回答において、
「積極的肯定」の統計学的な有
意差を認めない（左図）。

↓
３校の生徒ともに指導方法に対
する積極的肯定の割合が高いと
言える。

↓
拠点校と協力校で差を生じさせ
ることなく、取り入れた手法の効
果を波及させる可能性が期待で
きる。



□小学校で外国語が教科化になるという動きを受け，中
学校でどこまで英語教育を引き上げていくか。一見うまく
いっているように見える授業もコミュニケーション能力の
育成にはつながっていないことが多い。

□これからは「即興力」を養成することが重要。

□授業を起点にして，いかに教室外で積極的に英語と
接する機会を生徒自らつくることができるか。

まとめ


